

























































　「1学期に 10,000 字の作文を書きためる」という目標は、日本語で書く卒業論文が 6,000
－ 117 －
（2）
～ 8,000 字だからである。つまり、「10,000 字の作文を書きためる」ことによって、「書き慣
れる」ことへの自信を生み出したいと考えた。そこで「卒業論文の字数より多く書いた」と
いう体験が必要だと考えた。1学期は 16 週である。週 2回の授業だから 32 回予定できる。


































































































































































































































































196 字の文章が、7倍以上の 1401 字になった。D君の問題意識を高く評価したことで推敲が
繰り返され、思考を深めた文章になった。
故郷の現実 2（推敲後） D
　私は 22 年前に生まれて、ずっと延吉市内に住んでいる。過去 20 年あまりに延吉市、そし
て延辺はいろいろな発展と変化が起こされた。

































































































4 ．『05 級起点班・日語作文集（写作 1） 1』延辺大学日本語学部　2008
5 ．『06 級起点班・日語作文集（写作 1） 2』延辺大学日本語学部　2008
6 ．『08 級起点班・日語作文集（写作 1）12』延辺大学日本語学部　2010
7 ．『10 級起点班・日語作文集（写作 1）25』延辺大学日本語学部　2012
8 ．『11 級起点班・日語作文集（写作 1）32』延辺大学日本語学部　2013
 （ささき　かつじ・本学修了）
－ 105 －
（14）
